
災害防止対策の基本を徹底しましょう！

●足場の作業床からの墜落防
止対策，落下防止対策は講
じていますか ☞❶❷

●足場の倒壊防止措置は講じ
ていますか ☞❸

●車両系建設機械は作業計画
に基づき，接触防止措置を
講じていますか ☞❹

●クレーン機能付きドラグ・
ショベルでクレーン作業を
行う場合，クレーンモード
で使用していますか ☞❹

●規格に合った墜落制止用器
具を使用していますか☞❺

●屋根からの墜落・転落防
止対策は講じていますか
☞❺

●屋内でも開口部に手すり，
ネット等の墜落防止措置を
講じていますか ☞❺

はしご、脚立などの使用
方法は適切ですか ☞❺

●必要な掲示はすべて掲示
して作業員・関係者に周知
していますか ☞❻

●熱中症対策、転倒防止対策
を講じていますか ☞❿

●投光器，アーク溶接機等の
電気機器や電線等の感電防止
対策は講じていますか ☞❼

●機械の安全装置は有効
に機能していますか
☞❽

●アーク溶接作業時には屋外
でも呼吸用保護具を使用して
いますか ☞❾

住宅工事現場などにおける

長野労働基準監督署



はり間

※以下のアまたはイの場合は右の図のよ
うに12㎝以上の隙間に防網や幅木を設置
する場合や躯体などと近接していて墜落
するだけの隙間がない場合は左の③の義
務は適用されません。
ア はり間方向における隙間の合計幅
が24㎝未満の場合
イ はり間方向における隙間の合計幅
を24㎝未満とすることが作業の性質
上困難な場合

防
網

足場からの物体が落下する恐
れのある箇所には
・高さ10㎝以上の幅木
・メッシュシート ・防網
等を設置していますか？

厚生労働省で定める「足場先行工法に関するガイドライン」では，
足場は「本足場」が原則とされています。「ブラケット一側足場」
等の使用は，敷地が狭あいな場合など，本足場とすることが困
難な場合のみにしましょう。（令和6年4月1日以降、幅１ｍ
以上の場所では本足場の使用が原則的に義務となります。）
※ 一側足場は上記❶❷の規定は除外されますが，墜落防
止，物体の落下防止対策は必要です

本
足
場

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

一
側
足
場

控え・壁つなぎを以下の間隔で設けていますか
壁つなぎ

建地

根がらみ（単管）

ベース金具

敷板

さらにチェック！
足場の脚部は，滑動・
沈下防止のため，ベー
ス金具を敷板などに固
定し，「根がらみ」も使
用しましょう

❶足場からの墜落防止対策
１ 手すり，中さんなどの墜落防止設備は設置していますか？

①単管足場・くさび緊結式足場 ②枠組み足場

注意 これらの措置は足場の内側（躯体側）も必要です！（墜落のおそれがない場合は除く）

２ 作業床の幅，隙間は適切ですか？

❷足場からの物体の落下防止対策

▶足場は本足場（二側足場）が原則です

▶足場の組立・解体・変更作業時には有資格者等を配置しましょう
①高さ５ｍ以上の足場の場合 ⇀ 足場の組立て等作業主任者
②高さ５ｍ未満の足場の場合 ⇀ 作業指揮者
③足場の組立・解体・変更作業を行う労働者 ⇀ 特別教育

❸足場の倒壊等防止対策

令和５年１０月１日以降、足場の点
検について以下の措置が必要になり
ます
・点検者を予め指名すること
・足場の完成後等の点検記録に点検
者の氏名を記録すること



１ 作業計画を作成し，計画に基づいて作業していますか？

作業場所の地形等を調査の上で作業計
画を定め，関係者に周知しましょう。
（計画に定めるべき事項）
①機械の種類及び能力
②運行経路
③作業方法

２ 転倒防止・接触防止措置は講じていますか？

３ クレーン機能付きドラグ・ショベルによる荷のつり上げはクレーンモードで
行っていますか？

書面化するなど，見て分か
るようにしましょう

回転灯
（クレーンモー
ド時点灯）

格納式フック

運転席内に
・定格荷重表
・過負荷制限
装置

✔ クレーンモードにしないと，クレーン作業に必要な安
全装置などが機能せず，機体の転倒などのおそれがあ
り，大変危険です。

✔ クレーンモードに切り替えず荷のつり上げ作業を行うこ
とは車両系建設機械の用途外使用として原則禁止さ
れています。

クレーンモードで使用する場合、運転者や玉掛者は有
資格者が行いましょう
（例）つり上げ荷重１ｔ以上５ｔ未満のクレーン

→小型移動式クレーン運転技能講習修了者
つり上げ荷重１ｔ以上のクレーンの玉掛業務
→玉掛技能講習修了者

１ 規格に合った「墜落制止用器具」を使用していますか？
令和４年１月２日以降，従来の規格に基づく安全帯等は使用できません。新たな「墜落制止用
器具の規格」に基づく墜落制止用器具を使用しましょう。
特に，高さ6.75メートルより高い場所においては
新規格に基づくフルハーネス型墜落制止用器具
を使用なければなりません。

フルハーネス型墜落
制止用器具の例

フルハーネス型墜落制止用器具を使用する業務に
は特別教育が必要です
高さが２ｍ以上の箇所であって作業床を設けることが困難な
ところにおいて、フルハーネス型墜落制止用器具を用いて行う
作業に係る業務（ロープ高所作業に係る業務を除く。）に
従事する労働者には特別教育を実施する必要があります。

❹車両系建設機械の安全対策

❺墜落防止等の安全対策

✔ 路肩、傾斜地などでは転倒や転落を防止するため
誘導員を配置しましょう。また、転倒時保護構造で
シートベルト付きのものを使用するよう努めましょう。

✔ 接触のおそれのある箇所は立入禁止とし、立ち入っ
ての作業が必要な場合は誘導員を配置しましょう。

【災害事例】
掘削箇所付近で作
業中の労働者がバ
ケットと土留め支保
工との間に挟まれた。



２ 屋根からの墜落・転落防止対策は講じていますか？
●軒先からの墜落防止
足場の建地を屋根の軒先の上に突き出し、その建地に手すりを
設置するなど，軒先からの墜落防止措置を講じましょう。

●急勾配の屋根などには屋根足場
屋根勾配が6／10（いわゆる6寸勾配）以上である場合または
すべりやすい材料の屋根下地の場合には、20cm以上の幅の作業
床を2m以下の間隔で設置しましょう。

3 屋内も開口部などに手すり，ネット等の墜落防止措置を講じていますか？

10

6
6寸勾配

●高さ２ｍ以上の作業床の端や開口部には手
すり，覆いなどを設置しましょう。

●手すり等を設置することが困難な場合には防
網（ネット）等を張り，墜落制止用器具を使
用しましょう。

建方作業時などに梁や桁か
ら墜落する災害が多く発生して
います。
安全な足場の設置が困難な
場合には、防網の設置、墜落
制止用器具の使用などの墜落
防止措置を講じましょう。

4 はしご、脚立などの使用方法は適切ですか？

「脚立足場」や「うま足場」
は3点支持を基本とし、足場
板はゴムバンド等で固定しま
しょう。

●「建築基準法による確認済証」「建設業の許可票」だけでなく、労働安全衛生法等で掲示が
必要なものはもれなく掲示していますか？（以下は掲示の例）

氏名だけでなく職務
内容も忘れずに！

（作業主任者）

（足場の最大積載荷重）

（石綿の使用状況の調査結果）

注意！ 解体・改修工事等の場合、石綿の有無について事前調査・結果の掲示が必要です

石綿が使用されていなくても
掲示は必要です！

（労災保険関係成立票）

建築物等の解体等の作業に関するお知らせ

☞ 詳細については厚生労働省「石綿総合情報ポータルサイト」
を参考にしてください。（https://www.ishiwata.mhlw.go.jp/）

❻掲示による必要な情報の周知

注意！ 足場の設置が困難な場合は、親綱、墜落制止用器具を確実に使用しましょう
参照：「墜落防止のための安全設備設置の作業標準マニュアル」（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000128009.html）

https://www.ishiwata.mhlw.go.jp/
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000128009.html


▶ アーク溶接機 ☑ 自動電撃防止装置は作動していますか

☑ 溶接棒ホルダーの絶縁部
などは破損していませんか

☑ 出力電圧端子等の充電部分に絶縁覆い
（テーピングなど）はしてありますか

☑ ケーブルやその接続箇所には損傷はありませんか

▶ 投光器

‼ 使用開始前にこれらを確実に点検しましょう ‼

▶ 分電盤

☑ 感電防止用漏電遮断
装置、または金属部分の
アースはありますか

▶ 電線に近接する作業
☑ 電線には絶縁用防具を装着していますか

☑ 監視人を置いていますか

【災害事例】
電線の近くてク
レーン作業を行っ
ていて、ジブが電
線に接触し、作業
員2名が感電し、１
名が死亡した。

☑ 車両等が通過する通路面では仮設の配線や移動
電線を使用しないようにしていますか
（使用時には破損しないよう防護していますか）

▶ 移動電線、電工ドラム等

配線

通
路

カバーの例

☑ 雨天時や湿潤している場所などでは、
防雨キャップ等の付いた電工ドラム（屋
外型）を使用していますか

注意！
配線は巻いたまま使用すると加熱による火災
の危険があります。
すべて出して使用しましょう。

☑ 口金への接触、電球の破損防止のためのカバーは付いていますか

カバーの例
注意！
水銀灯の場合、電球が破損したまま使用すると
目に有害な光線（紫外線）が発生します。
破損したものは使用しないようにしましょう。

❼ 電気機器や電線等の感電防止対策



１ 各種機械器具に必要な安全装置はありますか？

歯の接触予防装置

反ぱつ防止
装置（割刃）

切断し終わった木材
が丸のこ盤の歯に引っ
かかって反ぱつし、作
業者に飛来・激突し
た。割刃などの安全
装置は作業効率が
低下する等の理由に
より取り外していた。

【災害事例】（丸のこ盤の安全装置の例）

２ 安全装置は有効に機能するよう点検・整備を行っていますか？

携帯式丸のこ盤の歯の接触予防装置
を木材で固定しているもの

クレーンのフックの外れ止め装置を針金
で固定しているもの

安全装置があるのに、機能しないようにしている例

安全装置は有効に機能するよう点検・整備を行いましょう！

○作業主任者の選任義務がない場合でも、安全装置の点検を行う「点検責
任者」や異常があった場合の「補修確認者」を選任するなど、自主的に問題を
発見・是正できるような点検整備体制を確立しましょう。

○「木造建築物の組立て等作業主任者」や「木材加工用機械作業主任者」
を選任している場合は、作業主任者は機械器具や安全装置などの点検等の
職務を行う必要があります。

(木材加工用機械作業主任者の職務)
１木材加工用機械を取り扱う作業を
直接指揮すること。
２木材加工用機械及びその安全装置を
点検すること。
３木材加工用機械及びその安全装置に
異常を認めたときは、直ちに必要な措
置をとること。
４作業中、治具、工具等の使用状況を
監視すること。

(木造建築物の組立て等作業主任者の職務)
１作業の方法及び順序を決定し、作業を直
接指揮すること。
２器具、工具、要求性能墜落制止用器具等
及び保護帽の機能を点検し、不良品を取
り除くこと。
３要求性能墜落制止用器具等及び保護帽の
使用状況を監視すること。

❽ 安全装置などの確実な使用



❾ アーク溶接に係る健康障害防止対策

１ アーク溶接作業者等は呼吸用保護具を使用していますか？
●防じんマスク等の有効な呼吸用保護具を使用しましょう

●アーク溶接作業を行っている場所では、他の作業に従事している人にも
呼吸用保護具を使用させるようにしましょう。

（溶接作業時の掲示の例）

２ 特定化学物質としての健康障害防止対策は講じていますか？
アーク溶接作業で発生する「溶接ヒューム」（金属アーク溶接等作業において加熱により発生
する粒子状物質）については、労働者に神経障害等の健康障害を及ぼすおそれがあることから、
特定化学物質（管理第2類物質）に位置づけられています。

●金属アーク溶接等作業主任者
※

または特定化学物質作業主任者の選任

「金属アーク溶接等限定技能講習」
※

または「特定化学物質及び四アルキル鉛等作業
主任者技能講習」を修了した者のうちから作業主任者を選任し、次の職務を行わせる
ことが必要です。

①作業に従事する労働者が対象物に汚染され、吸入しないように、
作業の方法を決定し、労働者を指揮すること
②全体換気装置その他労働者が健康障害を受けることを予防する
ための装置を１か月を超えない期間ごとに点検すること
③保護具の使用状況を監視すること

●特定化学物質健康診断の実施等

金属アーク溶接等作業に常時従事する労働者に対し、雇入れまたは当該業務への配
置換えの際およびその後６月以内ごとに１回、定期に、特定化学物質健康診断を実施
する必要があります。また、以下の措置を講じる必要があります。

・健康診断の結果、医師が必要と認める者については、さらに規定の
事項について健康診断（２次健診）を実施すること。
・健康診断の結果異常と診断された場合は、医師の意見を勘案し、必
要に応じて労働者の健康を保持するために必要な措置を講じること。
・特定化学物質健康診断結果報告書（特化則様式第３号）を労働基準
監督署長に提出すること。

（注意）金属アーク溶接等作業に常時従事する労働者には「じん肺健康診断」を実施す
る必要があります（この点については、従来からの取り扱いに変更ありません）。

※金属アーク溶接等限定技能講習を修了した者のうちから、金属アーク溶接等作業主
任者を選任することについては令和６年１月１日から施行及び適用されます。



➐ アーク溶接に係る健康障害防止対策❿ その他の災害防止対策

○ 熱中症対策を講じていますか？

高温多湿な環境では熱中症が多発します。
以下の項目をチェックして職場の熱中症予防に努めましょう！

☑ WBGT値を把握し、その低減に努めていますか？
☑ 熱への順化期間（注）を設けていますか？
☑ 自覚症状の有無にかかわらず水・塩分を摂っていますか？
☑ 透過性・通気性の良い服を着ていますか？
☑ 睡眠不足・体調不良ではありませんか？
（注）熱に慣れ、当該環境に適応させるために計画的に設ける期間 （WBGT指数計の例）

○ 転倒災害防止対策を講じていますか？

転倒災害は大きく３種類に分
けられます。
現場などにも転倒の危険は潜
んでいませんか？

４Ｓ(整理･整頓･清掃･清潔) 転倒しにくい作業方法 その他の対策

・歩行場所に物を放置し
ない
・床面の汚れ（水､油､粉
など）を取り除く
・床面の凹凸、段差などの
解消

・時間に余裕を持って行
動
・滑りやすい場所では小さ
な歩幅で歩行
・足元が見えにくい状態で
作業しない

・移動や作業に適した靴
の着用
・職場の危険マップの作成
による危険情報の共有
・転倒危険場所にステッ
カーなどで注意喚起

転倒災害防止対策のポイント

個人事業主などにも一定の保護措置を講じる必要があります（令和５年４月１日から）
一人親方等の個人事業主や、同じ場所で作業を行う労働者以外の人に対しても、

保護が図られるような以下のような措置が必要です。

１ 一人親方等について必要になること

・事業者が設置した局所排気装置等の設備を稼働させる等の配慮を行うこと

・特定の作業方法が義務付けられている作業についてその作業方法を周知すること

・保護具の使用義務がある作業について、保護具を使用する必要がある旨を周知すること

２ 同じ場所にいる労働者以外の人に対して必要になること

・保護具の使用義務がある作業場所について保護具を使用する必要がある旨を周知すること

・立入禁止や喫煙・飲食禁止の場所について、同様に立入禁止や喫煙・飲食禁止とすること

・作業に関する事故等が発生し労働者を退避させる必要があるときは同様に退避させること

・化学物質の有害性等の掲示義務がある作業場所について、見やすい箇所に掲示すること

お知らせ

（R5.5）


